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HP LaserJet 5L プリンタ ドライバ Version 40.0.2 
      for Microsoft Japanese Windows 95 リリース ノート       1996 年 4月
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このドキュメントには、以下の内容が含まれています。

    * Version 40.0.1 からの変更点について
    * はじめに
    * Microsoft Windows 95 へのセットアップについて
    * プリンタ ドライバの特長
    * プリンタ ドライバの設定のヒント
    * プリンタ ドライバの制限事項について
    * その他の注意事項
    * 日本ＨＰ カスタマ・サポート・センタ (ＣＳＣ)
    * プリンタ ドライバのアップデート方法について

ヒューレット・パッカード社および日本ヒューレット・パッカード株式会社(略称 日本Ｈ
Ｐ)は、この文書に記述されている情報およびこの文書に付属するソフトウェア(ヒューレ
ット・パッカード HP LaserJet 5L プリンタ ドライバ Version 40.0.2)に関し、市場性
に対する保証および特定の目的に対する適性に関する保証を含む一切の保証を行いません。

HP LaserJet 5L プリンタ ドライバは、以下の条件の下でのみコピーすることが可能です。

1)  すべてのドキュメント、テキストに変更を加えず、また、すべてのページを添付する
こと。

2)  ディスクに含まれるすべてのファイルに変更を加えず、コピーすること。(DOS のユ
ーティリティである DISKCOPY コマンドなどを使用する)

3)  HP LaserJet 5L プリンタ ドライバに含まれるすべての製品を、一緒に使用すること、
また同時に、

4)  上記 3) に加え、営利目的で使用しないこと。

Copyright (c) 1990, 1991, 1992, 1993, 1994, 1995, 1996 Hewlett-Packard 
Company.
Copyright (c) 1985, 1986, 1987, 1988, 1989, 1990 Microsoft Corp.
Copyright (c) 1988, 1989 Aldus Co.
All Rights Reserved.

IBM は、米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。
IBM PC、PC-DOS は、米国 International Business Machines Corporation の商標で
す。
MS、Microsoft、MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。



Windows は、米国 Microsoft Corporation の商標です。
TrueType は、米国 Apple Computers Inc. の登録商標です。
Intellifont は、米国 Miles Corporation, AGFA Compugraphic Division の登録商標で
す。
Hewlett-Packard、HP および LaserJet は、米国 Hewlett-Packard Company の登録
商標です。
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Version 40.0.1 からの変更点について
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本バージョン（Version 40.0.2）では、下記の項目を修正、変更いたしました。

1) 漢字プロポーショナル フォント（ＭＳ Ｐ 明朝、等）を使用した際、半角文字の一部
が重なって印刷されてしまうという問題を修正いたしました。

2) 文字の印刷において、文字の一部分のクリップは、基本的にはドライバの制限により
できません。しかしながら、一部のアプリケーションでは文字のビットマップの内の一部
分をセルの外にクリップするように指定して印刷するものがあります。例えば、一部の表
計算アプリケーションにおいて、セルに右寄せを指定した時に最後の文字がセルの境界に
触れて配置される時などです。この場合、前バージョンでは、最後の文字は印刷されませ
んでしたが、本バージョンでは、なるべく印刷するように変更いたしました。
この変更は、Windows ディレクトリのwin.iniファイルに以下のようなフラグを設定を
することで、ON/OFF 可能です。フラグの設定をしていない時はONです。

[HP LaserJet 5L (JAPAN),LPT1]

noBoundaryClipping=1 : on

                       =0 : off

（LPT1 は、接続されたポート名）

このフラグは、原則として個々の印刷ジョブ毎にチェックされますので、フラグの変更の
ためにWindows を再起動する必要はありません。

3) 一部のアプリケーション（Pagemaker 5.0J 等）において、特定の用紙サイズで印刷
位置がずれることがあるという問題を修正いたしました。

4) Windows 95 から、外字は TrueType フォントとして扱われることになりました。こ
の際、前バージョンでは、一部のサイズの外字が印刷されないという問題があり、これを
修正いたしました。
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はじめに
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このたびは、弊社製品をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。

HP LaserJet 5L プリンタ ドライバ は、 Microsoft Windows 95 (以下、Windows 95
と称す）対応の、HP LaserJet 5L プリンタ用ソフトウェアです。 このHP LaserJet 5L 
プリンタ ドライバは、 Windows 95 付属の [プリンタの追加] ウィザードを使用し、組
み込むことができます。このプリンタ ドライバは Microsoft Windows 3.1 またはそれ
以前の環境での動作はサポートしておりません。Microsoft Windows 3.1 をご使用のお
客様は、Microsoft Windows 3.1 用HP LaserJet 5L プリンタ ドライバをご使用くださ
い。

HP LaserJet 5L プリンタは、600dpiでの高品質かつ高速な印刷を 1MB の標準搭載メ
モリで実現した画期的なプリンタです。このプリンタのメモリは別売りのメモリ カード
を取り付けることで、最大 9MB まで拡張することができます。

プリンタ ドライバは、グラフィックスとテキストの印刷に必要なメモリを最適に管理す
ることによって、従来の 600dpi での印刷では、最低 2MB は必要だったプリンタのメモ
リを 1MB とし、かつ品質、速度に妥協しない印刷を低価格で実現しています。

また、このプリンタ ドライバでは、ヒューレット・パッカード社の開発したプロッタ制
御用の言語 HP-GL/2 をサポートしています。必要に応じて HP-GL/2 をグラフィックス
の印刷に使用することによって、高速でかつ美しいグラフィックスの印刷が可能です。

プリンタ ドライバの設定ダイアログも一新されました。ユーザにやさしい設定に加え、
ヒント情報も同時に表示します。印刷品質を [自動] に設定することにより、ほとんどの
印刷が最適に行えるようにドライバを設定します。印刷速度をとくに重視する場合や印刷
文書が特に複雑でメモリ オーバーフローが発生する場合、マニュアルで詳細な設定を行
うことも可能です。
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Microsoft Windows 95 へのセットアップについて
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＊注意
インストール作業を行う前に、ウィルス チェックやＴＳＲ(メモリ常駐型)ソフトウェア
などの常駐型ソフトウェアはすべて終了し、それらが自動的に起動されない様にした後に
Windows を再起動してください。



HP LaserJet 5L プリンタ ドライバは、Windows 95 付属の [プリンタの追加] ウィザー
ドを使用し、以下の手順に従ってセットアップを行って下さい。

1.  Windows 95 を起動して下さい。

2.  [スタート] ボタンをクリックし、[設定] をポイントします。次に、[プリンタ] をクリ
ックします。

3.  [プリンタの追加] アイコンをダブルクリックします。

4.  画面に表示されるウィザードの指示に従ってセットアップを行います。
この際、「Windows アプリケーションで、このプリンタを通常のプリンタとして使いま
すか？」という質問に対し、「はい」を選択してください。

(「いいえ」を選択してセットアップを続行した場合は、セットアップ終了後に [HP 
LaserJet 5L の(Japan)]  プリンタ ドライバのアイコンを選択し、[ファイル] メニューの
[通常使うプリンタに設定] を選択します。)

5.  セットアップが終了すると、 [HP LaserJet 5L (Japan)]  プリンタ ドライバのアイコ
ンが新しく [プリンタ] ウィンドウに表示され、使用できる状態になります。

プリンタの設定を変更する必要のある場合は、[プリンタ] ウィンドウの [HP LaserJet 
5L の(Japan)]  プリンタ ドライバのアイコンを選択し、[ファイル] メニューの [プロパ
ティ] をクリックし、必要な設定を行います。設定内容に関する詳細は、別章またはドラ
イバ付属のヘルプファイルをご参照ください。

[プリンタ] ウィンドウで、プリンタのアイコンをダブルクリックすると、印刷中のドキュ
メントや印刷待ちのドキュメントを表示し、印刷の状態を管理できます。また、印刷を一
時停止したり、中止することもできます。

印刷に関する詳細については、Windows 95 のヘルプの、[キーワード] 画面で [印刷] を
探索し、説明を参照してください。
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プリンタ ドライバの特長
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プリンタ ドライバには、以下のような特長があります:

1)  Windows 95 の [プリンタのプロパティ] インターフェース

わかりやすく、操作しやすいユーザ インタフェース、[プリンタのプロパティ] ダイアロ
グ ボックスには、 ５つのパネルが用意されています。



[情報] 、[詳細] パネルは、Windows 95 付属のインターフェースです。これらに関する
詳細は、ダイアログボックスの右上の [？] で画面のそれぞれの項目をクリックし、説明
を参照してください。

また、 HP LaserJet 5L プリンタ ドライバに関しては、[用紙] 、[印刷品質]  および [オ
プション] パネルが用意され、それぞれのパネルの下部に、マウスのポインタの位置に対
応した操作のヒントが表示されます。その他の詳細については、[ヘルプ] ボタンを押し、
ヘルプファイルをご参照ください。

この [プリンタのプロパティ] ダイアログ ボックスを表示するには、[スタート] ボタン
をクリックし、[設定(S)] をポイントします。次に [プリンタ(P)] をクリックし、[プリン
タ] ダイアログ ボックスを開きます。 HP LaserJet 5L プリンタ ドライバのアイコンを
選択し、[ファイル(F)] メニューの [プロパティ(R)] をクリックします。

2)  わかりやすい印刷品質の設定
[印刷品質] パネルでは、わかりやすい印刷品質の設定を用意しました。

[自動](デフォルト)を選択するとプリンタ ドライバが使用しているアプリケーション ソ
フトウェアを判別し、それに適当と思われるドライバの設定を [文字のプリント] 、[グラ
フィックスのプリント] の中から自動的に選択します。 [文字のプリント] が選択される
主なアプリケーション ソフトウェアは、以下のものです：
Lotus 1-2-3, Lotus Approach, MS Excel, MS Word, MS Access, MS Works,ワードパ
ッド, メモ帳, WordPerfect, Borland Paradox, Borland Quattro Pro

尚、メモ帳では、600dpi の印刷で左マージン設定が正しく動作しない場合があるため、
自動的に 300dpi が選択されます。

Lotus Freelance 2.1J と Aldus PageMaker 5.0J を使用の際、[自動](デフォルト)設定
を選択すると、印刷データがラスタライズされ、かつ TrueType フォントがグラフィッ
クスとしてではなく、ビットマップとしてプリンタにダウン ロードされます。

[高品質プリント] では、プリンタのメモリが不足した場合にも印刷を可能にするイメージ
アダプトの機能を使用しません (他のモードでは自動的に使用)。メモリが不足した時で
もイメージ圧縮を行って一部の品質を下げて印刷しない為、メモリ オーバーフロー エラ
ーが発生する場合があります。ＯＨＰシートの印刷など必ず高品質な出力が必要な時、用
紙を無駄にすることがありません。

[文字のプリント] では、[HP-GL/2] グラフィックス モードが選択され、Windows の
TrueType フォントをプリンタに高速にダウンロードします。これにより、グラフィック
スの印刷のために使用できるプリンタのメモリは制限されますが、文字の印刷は極めて高
速となりプリンタ フォントのように快適です。もし、メモリ オーバーフローが発生する
場合は、[グラフィックスのプリント] を選択します。

[グラフィックスのプリント] では、[ラスタ] グラフィックス モードが選択され、
TrueType フォントもグラフィックスとして処理します。プリンタのメモリをグラフィッ
クスの処理に最大限使用することによって、より複雑なグラフィックスの印刷も可能とし
ます。もし、メモリ オーバーフローが発生する場合は、[300dpi プリント] を選択しま
す。



[300dpi プリント] では、少ないプリンタ メモリで印刷が可能です。600dpiの印刷でメ
モリ オーバーフローが発生して印刷できない場合、この設定を選択します。           
[マニュアル設定] では、すべての設定をマニュアルで行うことが可能です。

3)  プリンタ名のカスタマイズ
HP LaserJet 5L プリンタ ドライバの名前を使いやすい名前に、次の方法でカスタマイズ
することができます。 [スタート] ボタンをクリックし、[設定(S)] をポイントします。次
に [プリンタ(P)] をクリックし、[プリンタ] ダイアログ ボックスを開きます。 HP 
LaserJet 5L プリンタ ドライバのアイコンを選択し、[ファイル(F)] メニューの [名前の
変更(M)] をクリックします。プリンタの名前を任意の名前に変更し、[リターン] キーを
押します。プリンタ名の文字数は、最高 31 文字までとなります。

4)  EMF スプール データ形式
このオプションを使用することにより、プログラムが印刷処理から解放されるまでの時間
が短くなります。実際の印刷出力時間は通常より低下する可能性がありますが、印刷実行
中に、他のプログラムを続行することができます。 EMF形式を選択するには、[プリンタ
のプロパティ] ダイアログボックスの中の [詳細] パネルを開きます。次に [スプールの
設定(L)] ボタンをクリックし、[スプール データ形式(F)] ボックスの中から [EMF] を選
択します。

注： EMF形式を使用時に、いくつかのWindows 3.1対応のアプリケーション 
(Harvard Graphics, Micrographics Designer 等)で問題が起きる可能性があることが報
告されています。 このように、EMF形式で問題が起きる場合は、デフォルトの [RAW] 
形式をご使用ください。

5)  プラグ アンド プレイ
プリンタがパラレル ポートに接続されている場合、Windows 95 はお使いのプリンタを
認識し、専用のプリンタ ドライバをインストールするよう指示します。また、Windows
95 はプリンタの状態を表示します。たとえば、プリンタの用紙がなくなった場合、
Windows 95 が給紙するよう指示を送ります。用紙を補給するなど問題を解決すること
により、通常印刷ジョブが再開されます。印刷ジョブが再開されなかった場合は、もう一
度印刷ジョブを実行してみてください。

6)  印刷ジョブの管理
Windows 95 では [プリント マネージャ] はサポートされていません。お使いの PCに接
続されているそれぞれのプリンタごとに、ジョブの状態やドキュメントのオーナー等の情
報を含み、ジョブの管理が可能な [プリンタ ウィンドウ] を表示することができます。こ
の [プリンタ ウィンドウ] を開くには、[プリンタ] ウィンドウで、プリンタのプリンタ
のアイコンをダブル クリックします。

7)  長いファイル名
半角で８文字以内の基本名と、３文字以内の拡張子という制限が Windows 95 ではなく
なり、ファイル名を自由に指定できるようになりました。それに伴い、プリンタ ドライ
バの名前も自由に指定できます。プリンタ名の文字数は、最高 31 文字まで設定できます。

8)  TrueType フォントの高速印刷
[文字のプリント] を選択した場合、または、[マニュアル設定] から [TrueType をダウン
ロードする] を選択した場合、Windows の TrueType フォントをプリンタに高速にダウ
ンロードして印刷します。プリンタ ドライバおよびプリンタでのキャッシュ テクノロジ
ーがプリンタ フォントに引けをとらないパフォーマンスを実現します。



9)  HP-GL/2 のサポート
従来の HP LaserJet プリンタと同様に、HP-GL/2 がプリンタ ドライバでサポートされ
ます。グラフィックスの印刷速度を特に重視する場合、HP-GL/2 を使用しての印刷が効
果的です。ただし、一般に HP-GL/2 を使用した印刷では、グラフィックスをラスタ グ
ラフィックスとして処理する場合に比べ、プリンタのメモリを多く必要とします。必要に
応じて、[マニュアル設定] から選択します。

10)  欧文プリンタ フォントのサポート
プリンタ ドライバでは、HP LaserJet 5L が内蔵する Intellifont フォントをサポートし
ます。プリンタ内蔵フォントは、アプリケーション ソフトウェアの [書体選択] メニュー
などでは、書体名の左横にプリンタのアイコン付きで表示されています。これらのフォン
トに対するスクリーン フォントがないため、スクリーン上の表示は Windows が持って
いるなるべく近い別のフォントが代用されますが、印刷にはプリンタ内蔵のスケーラブル
文字のプリントフォントが使用されるため、高速かつ高品質に印刷が行なわれます。

11)  グラフィックス品質のサポート
600dpi のモードにおいて、600、300、150dpi の解像度が、また、300dpi のモードお
いて 300、150、75dpi の解像度がサポートされています。これらの解像度の設定は、
[マニュアル設定] から [グラフィックス品質(Q)] における [高品質] 、[普通] 、[ドラフ
ト] の選択によって行います。

12)  エコノモードのサポート
トナーの消費量を制限し、トナー カートリッジをより長く使用することができます。
エコノモードでの出力は [ドラフト] のグラフィックス品質と似ています。トナーの消費
を少なくするために使用するドットが少なくなるようにコントロールしています。経済性、
環境にやさしい機能です。

13)  印刷濃度のサポート
好みに合わせて５段階の印刷濃度が設定できます。 [オプション] パネルで設定します。

14)  エンハンスドＩ／Ｏのサポート
プリンタのＩ／Ｏバッファの大きさを最適にコントロールすることによって、少ないプリ
ンタ メモリを最大限に使用します。 [オプション] パネルで設定します。

15)  REt のサポート
REt とは、印刷品質を向上させるためのヒューレット・パッカード社独自の印刷技術、
Resolution Enhancement technology です。 [オプション] パネルで選択します。
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プリンタ ドライバの設定のヒント
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プリンタ設定ダイアログの [印刷品質] パネルにおいて、[文字のプリント] や [マニュア



ル設定] から [TrueType をダウンロードする]  を選択している場合、TrueType フォント
を主に使用している印刷は高速に行うことが可能です。しかし、この時 WIFEフォント
の印刷はビットマップ イメージ データとして行なうため、他のグラフィックスの印刷と
同様にプリンタ メモリを使用することになり、メモリ オーバーフローが発生しやすくな
ります。WIFE フォントを多く使用したテキストの印刷でメモリ オーバーフローが発生
する場合は、[グラフィックスのプリント] を選択してください。

[グラフィックスのプリント] が [自動] で選択されるグラフィックス系のアプリケーショ
ン ソフトウェアでも、TrueType フォントを主に使用している印刷を行なう場合には、
[文字のプリント] を選択することによって、多くの場合、より高速な印刷をすることが期
待できます。TrueType フォントの印刷では、[文字のプリント] を使用することで [グラ
フィックスのプリント] に比べて印刷速度が最高８倍程度高速になります。
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プリンタ ドライバの制限事項について
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プリンタ ドライバでは以下のような制限事項があります。

1)  HP LaserJet 5L プリンタは解像度 600dpi のプリンタです。プリンタ ドライバでは、
ラスタ データの処理により 600dpi での高品質印刷をご利用いただけます。600dpi で
のデータの処理では、300dpi と比較して４倍の大きさのデータを扱うことになり、単純
には４倍のメモリが必要になります。

メモリの少ないＰＣで、HP LaserJet 5L プリンタをご使用になられる場合や、多くのア
プリケーション ソフトウェアを使用している場合など、メモリの不足から予期せぬエラ
ーが発生する可能性があります。そのような場合は、Windows 95 を再起動し、使用し
ないアプリケーション ソフトウェアを終了してみてください。文書などの作成に当って
は、頻繁に文書の保存を行うことをお薦めします。

2)  複雑なグラフィックスとテキストを使用している場合、プリンタで "メモリ オーバー
フロー" エラーが発生する可能性があります。

HP LaserJet 5L プリンタは標準で 1MB のメモリを搭載し、プリンタ ドライバ、プリン
タの特別な処理によって 600dpi での高品質印刷を可能としています。しかし、グラフィ
ックスが複雑であったり、[文字のプリント] や [TrueType をダウンロードする]  を選択
している場合に大きな文字を印刷使用とした場合に、このようなエラーが発生する可能性
があります。このような場合、[グラフィックスのプリント] を選択するとすべてのデータ
はグラフィックスとして処理され、印刷できる可能性があります。それでもエラーが発生
する場合は、[300dpi プリント] を選択してください。

また、プリンタのメモリを増設することで回避できる可能性もあります。

3)  HP LaserJet 5L プリンタでは、１５分以上動作しない場合自動的にスリープ モード



に入る機能があります。この時フロントパネルのランプは全部消えている状態となります。
スリープモードの状態でＰＣを再起動し、Windows から印刷しようとすると、プリンタ
がスリープ モードから復帰しないことがあります。

双方向通信をサポートしているパラレル ポートを持つＰＣでは、プリンタ ドライバが自
動的にこれを復帰しますが、そうでないＰＣではプリンタ正面のフロントパネルボタンを
一度押してください。

4)  プリンタ ドライバでは、多様な機能の設定が可能です。アプリケーション ソフトウ
ェアでは、プリンタ ドライバの機能に合わせてその処理を行うため、[グラフィックス 
モード] などの機能を変更した時はその情報をアプリケーションで設定し直す必要があり
ます。アプリケーション ソフトウェアによっては、プリンタ ドライバの機能を起動時に
一度だけ行うものがあり、起動中に [コントロール パネル] から [グラフィックスモード
(G)] を変更したり、アプリケーション ソフトウェアの [印刷] ダイアログボックスから
変更した場合､その後動作が不安定になる場合があります。

動作が不安定になった時は、アプリケーション ソフトウェアを一度終了し、[コントロー
ル パネル] からプリンタに関する設定を行い、もう一度起動し直してみてください。

5)  WIFE フォントはグラフィックス イメージとして処理されます。そのため、[マニュ
アル設定] ダイアログ ボックスでの [グラフィックス品質(Q)] 、アプリケーション ソフ
トウェアの [印刷] ダイアログ ボックスでの [印刷品質] での低解像度の設定が、WIFE 
フォントの印刷品質にも影響します。

[マニュアル設定] ダイアログ ボックスでの [グラフィックス モード(G)] でラスタ モー
ドを選択し、 WIFE フォントのテキスト文字の印刷を行う場合、低解像度を選択すると
文字に関するグラフィックスイメージのスケーリングが正しく行われません。印刷する文
書に WIFE フォントを使用している場合は、[高品質] を使用してください。WIFE フォ
ントを含む複雑なデータの印刷で問題が生じる場合は、WIFE フォントを TrueType フォ
ントに変更して印刷してみてください。Windows 95 の環境において、WIFE フォント
をバック グラウンドで印刷した場合、問題が発生するアプリケーションがあることが報
告されています。

6)  [文字のプリント] 、および [マニュアル設定] での [HP-GL/2]  グラフィックスモー
ドでは、WIFE フォントを使用するとメモリ オーバーフローが発生しやすくなります。
WIFE フォントを使用した文書の印刷には [グラフィックスのプリント] を選択してくだ
さい。

7)  WIFE フォントを用いて縦書き印刷を行う場合、Windows 95 はその文字列をメモリ
上で回転させて、そのグラフィックス イメージを出力しようとします。

回転させる文字列に必要なメモリ サイズが大きい場合、回転できずにエラーが発生する
可能性が報告されています。これはアプリケーション ソフトウェアの処理の方法にも依
存しますが、そのような場合は TrueType フォントを使用してください。

8)  WIFE フォントを使用する場合、メモリの不足から印刷時に文字の抜け、あるいは文
字にゴミが入る可能性があることが報告されています。本製品は 600dpi であるために、
300dpi の製品に比べその可能性がより高くなることが予想されます。そのような場合は、
もう一度印刷し直すか、TrueType フォントを使用してください。



9)  WIFE フォントなどのいわゆるシステムのラスタ フォントをボールド化する場合、ま
たは TrueType フォントを [TrueType をダウンロードしない] を選択してボールド化す
る場合、これらは１ドット分だけずらして印刷することによってボールド化されます。こ
の時 600dpi では、１ドットが 300dpi と比較して小さいためボールドに見えにくい場
合があります。

ボールドをより強調したい時は、TrueType フォントを指定して [印刷品質] パネルで 
[文字のプリント] を設定するか、もしくは [マニュアル設定] から [テキスト モード(T)]
で [TrueType をダウンロードする] を選択してください。プリンタ ドライバが独自のボ
ールド化を行います。

10) 極端に大きなサイズの WIFE フォントを印刷した場合、その文字のグラフィックス 
イメージを作成するのに必要なメモリ サイズが大きすぎてエラーが発生する場合があり
ます。これはアプリケーション ソフトウェアの処理の方法にも依存しますが、そのよう
な場合は TrueType フォントを使用してください。

11) ページのマージンや、セルの境界と TrueType フォントの印字位置が重なった場合、
その文字は印字されないことがあります。この場合は、ページ マージンや セル サイズ
を調整してください。

12) アプリケーション ソフトウェア上で、細い罫線を指定した場合、一部のアプリケー
ション ソフトウェアでは、印刷時に、極端に細い幅の線を使用しようとする場合があり
ます。この際、罫線がきれいに印刷されない可能性があります。この場合は、もう少し太
い罫線を選択してください。

13) グラフィックスに関する印刷では、ディスプレイ ドライバの処理に強く依存する場
合があります。印刷結果、あるいはアプリケーション ソフトウェアの文字の処理が期待
したものと異なる場合、使用しているディスプレイ ドライバを変更してみることも一つ
の方法です。

14) Windows 95 のワードパッドで、タブに問題が生じる可能性が報告されています。
画面上では正常にタブが設定されていても、印刷結果において、設定されているタブ位置
よりも左にテキストが印刷される場合があります。このような場合は、問題のある行をタ
ブもう一つ分右にずらし、印刷してみてください。

また、他のアプリケーション ソフトウェアでも同様な障害が発生する可能性があります。
そのような場合は、適宜マージンを設定してみてください。

15)  Aldus PageMaker 4.0J & 5.0J (アドビ システムズ株式会社) を使用して出力を行
う場合、複雑なグラフィックスやテキストを印刷しようとすると [修復不可能なアプリケ
ーション エラー] が発生する可能性があります。そのような場合は、複雑なグラフィッ
クスを少なくする、もしくは解像度を 300dpi にするなどによってエラーを回避できる
可能性があります。文書の作成に当たっては、こまめに文書の保存を行うことをお薦めし
ます。

16)  PageMaker におけるハガキと往復ハガキの印刷は、次に示す方法で印刷を行ってく
ださい。
a)  PageMaker でファイルを新規作成する際、[用紙サイズ(Z)] を [任意サイズ]に設定
します。次に サイズを 100 x 148 に設定します。更に [用紙方向] オプションで [縦] 
または [横] を選択します。



b)  ファイル作成後、印刷する際、[ファイル] - [印刷] を選択し、[用紙] ボタンをクリッ
クします。[プリンタのプロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。

c)  [用紙]パネルにおいて、[用紙サイズ(Z)] を [任意サイズ]に設定します。次に [印刷の
向き(O)] オプションで a) で選択したのと同じ、[縦] または [横] を選択します。更に、
その下の [任意サイズ(M)] ボタンを押し、ハガキの場合、用紙サイズを横 100mm、 縦
148mm に設定します。

d)  ハガキもしくは往復ハガキを印刷する場合、プリンタの手差しスロットをお使いくだ
さい。

上記の方法で、ハガキの印刷データが用紙の中心に印刷されない場合は、[ファイル(F)] - 
[ページ設定(G)] メニューにおいて、マージンを調節してみてください。

17) 大きなラスタ イメージを含むような文書を印刷している途中で印刷をキャンセルし
た場合、出力にごみが印刷される場合があります。そのような場合、プリンタのボタンを、
約５秒間押したままにしてリセットしてください。

18) HP LaserJet 5L プリンタ ドライバ for Windows 95 は、Windows 95 のみ対応し
ております。したがって、MS-DOS (DOS プロンプトを含む)からの印刷はサポートして
おりません。
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その他の注意事項
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1)  プリンタ ドライバのユーザ インターフェイスにおいて [ヘルプ] ボタンがサポート
されています。ヘルプが必要な場合は、こちらをご利用ください。

2)  一部のアプリケーション ソフトウェアでは、古いバージョンで作成された文書を新し
いバージョンで開いて印刷する際、制限のあるものがあります。このようなアプリケーシ
ョン ソフトウェアでは、そのまま印刷を実行すると印刷結果が以前のものと異なる場合
があります。また、新しいバージョンから独自の INI ファイルを作成し、その中に、プリ
ンタをより細かにコントロールするためのフラグを設定するものもあります。

アプリケーション ソフトウェアをアップグレードした際は、必ず付属する README フ
ァイル等をご確認ください。

3)  基本的に Windows 95 上では、GDI 等が使用するプリンタにマッチするよう解像度
の処理を行いますが、一部のアプリケーション ソフトウェアでは、300dpi のプリンタの
使用を推奨しているものがあります。そのような場合は、300dpi を選択した方がよいか
もしれません。

4)  多くのフォントやフォント ドライバをインストールしているシステムで印刷した場合、



正しく印刷されない可能性があります。特に、使用するフォント名が単に [明朝]  や [ゴ
シック] 等になっている場合、よく発生するようです。文書を作成、印刷する際は、フル
ネームでフォントを指定し、使用しないフォントやフォント ドライバは、削除または無
効にしておくことをお薦めします。

5)  DOS 対応アプリケーションを導入する際や、Windows 95 をインストールした際に、
デフォルトのプリンタ ドライバがインストールされる場合があります。その際、
CONFIG.SYS ファイルにプリンタ ドライバに関するコマンドが記述されている為に、
Windows 95 から本プリンタへの印刷結果に問題が生じる可能性があります。その様な
場合には、CONFIG.SYS ファイルのプリンタ ドライバに関する記述を含む行の先頭に 
"REM" を追加し、そのコマンドを無効にします。

6)  印刷に関するトラブルシューティング
印刷に関する問題が起きた場合は、Windows 95 のヘルプの「印刷に関するトラブルシ
ューティング」が使用できます。ドキュメントがまったく印刷できなかったり、正しく印
刷されなかったりする場合、このトラブルシューティングを使うと、問題の原因を突き止
めることができます。ヘルプの [キーワード] 画面で「印刷に関するトラブルシューティ
ング」を探索してください。
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日本ＨＰ カスタマ・サポート・センタ (ＣＳＣ)
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日本ＨＰでは、本ソフトウェアに関するご質問、ご相談を電話により受け付けております。
電話相談の窓口は以下の通りです。

日本ＨＰ カスタマ・サポート・センタ (ＣＳＣ)

電話 ：03-3335-8333
FAX ：03-3335-8338
受け付け時間： 9:00-12:00, 13:00-17:00

        (月－金、但し祝祭日は除く)
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プリンタ ドライバのアップデート方法について
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HP LaserJet シリーズ用のプリンタ ドライバは、改良などのために将来アップデートさ



れることがあります。アップデート バージョンは次の各方法で入手することが出来ます。

1)  パソコン通信

 NIFTY-Serve から入手: HP システムユーザーズフォーラム GO FHPSYS
 PC-VAN から入手: HP ユーザーズプラザ J YHP

2)  インターネット(ftp)から入手

 Address: www.jpn.hp.com Path:/drivers/
 Name:anonymous Password:E-mail address

3)  アルカディア・システムズ株式会社から購入

 問い合わせ先： 03-5346-1891

4)  ソフトウェア自動販売機”TAKERU”より購入(主要ドライバのみ)

 問い合わせ先： 052-824-2493


